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	o 2030 建設開始
	o 2032 部分運用開始
	o 2035 フル運用開始　（最低10年間運用）
	o 2021-2025 国際協力環境整備
	o 2025-2030 予算獲得運動
	o 超高エネルギー宇宙線の観測を行う。現行の検出器、すなわちテレスコープアレイ実験（TA, 米国ユタ州）、Pierre Auger Observatory（アルゼンチン）の約１０倍の検出面積（４万平行キロメートル）を実現し、大統計解析によって宇宙線のエネルギースペクトルと異方性を精密に決定することにより、超高エネルギー宇宙線の起源解明する。

